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１．研究計画の概要 

（１）特別支援教育の理論的・実践的瑕疵と、
教育改革の国際的な標準であるインクルー
シブ教育論に潜在する理論的・実践的欠陥と
を究明したうえで、特殊教育の遺産の批判的
な継承、インクルーシブ教育の理念と実践方
法の修正、日本の文化的・社会的文脈を創造
的に融合し、日本的なインクルーシブ教育を
構築することを目ざす。 

（２）従来の外国研究の輸入学的な現状を打
開し、日本の特別支援教育の現実を改善する
教育学的方策を、理念・制度・教育課程を中
心に具体的に提案する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）日本の特別支援教育の実体は、インク
ルーシブ教育の特長を摂取しながらも、それ
を十分に実体化することができず、特殊教育
の部分的な改革に留まっている。その理由は、
特別支援教育におけるインクルーシブ教育
理論の理解不足、とりわけ通常教育との関係
構築とそのための教育改革への制度設計の
不在という根本的問題にある。 

（２）他方で、インクルーシブ教育において
も、画期的な面とともに理論的・実践的な欠
陥がある。それは、端的にいえば画一性と欧
米的基準にあり、分離＝差別論、障害別の独
自性の軽視、欧米とは異なる文脈の理解不足
を生むことになっている。 

（３）いいかえれば、特殊教育をどのように
評価するかという問題である。特殊教育に対
して、特別支援教育では継承を、インクルー
シブ教育では決別を主張しているが、インク

ルーシブ教育の理念に部分的にせよ従うな
らば、特殊教育の単純な継承はあり得ない。
特殊教育に対する決別も、特殊教育を障害者
の排除を意図したとする一面的な評価に結
果しているが、何より専門性における貴重な
遺産の放棄は利益なき消耗である。 

（４）日本の 1980 年代以降の障害児教育の
実践的レベルは障害種別によって差はある
が、世界的に見てもかなり高いと思われるが、
それを実感できないのは、研究の輸入学的傾
向が一因である。また、日本の特殊教育の遺
産を資産とするには、日本の文脈に基づきな
がら、障害児教育の全体において、また障害
者の社会における位置と連続させて評価す
ることも必要である。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究課題は、日本の障害児教育の改革
（特別支援教育）ならびに国際的な動向(イ
ンクルーシブ教育)という点でタイムリーだ
ったことに加えて、これまでの関連業績にお
ける相当な研究蓄積のうえに展開できた。①
の「当初の計画以上に進展している」との評
価に至らないのは、本研究がカバーできない
基礎的研究成果が不足しているためである。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 質量ともにかなりの程度充実してきた日
本の障害児教育学において、現在においても
なお輸入学的状況が強いが、それを改善・克
服するには、その状況を発生させている諸要
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因の分析が必要である。なかでも、欧米先進
国を唯一の評価基準としてきたことが決定
的に重要な要因であると考えられる。とりわ
け実践レベルでは、欧米を凌駕する事例も多
いことを考えると、理論レベルでの対応に着
手・蓄積し、それを英語で対外に発信するこ
とが必要である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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